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■研究体制 
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■本件のポイント 

ミズナとミブナの交配実験、および次世代シークエンス技術を用いた遺伝的解析から、ミズナと【遺伝的解析】 ה

ミブナの葉の形の違いには、BrTCP15

BrTCP15

を有していることが明らかになりました。 

これらの結果から、およそ ה 200年前にミズナとカブが交雑したことが、ヘラ型の葉を持つミブナが誕生したきっ

かけであるとの結論に達しました。 
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